
諏義湖
至下級訪

抑已〃／l和

二、…姦譲

初島

今回の筆者

諏
訪
塾
、
⑳
初
代
は
地
域
の
有
志
が
手
作
り

鎌
倉
幕
府
と
強
い
繋
が
り
を
持
っ
て

い
た
諏
訪
は
、
幕
府
の
終
焉
に
伴
っ
て

諏
訪
一
族
の
多
く
を
失
い
ま
し
た
。
そ

の
痛
手
も
冷
め
や
ら
ぬ
中
、
ガ
草
枕

が
起
き
、
諏
訪
の
武
将
も
上
社
方
、
下
社

方
と
分
か
れ
て
戦
い
ま
し
た
。
こ
の
戦

は
、
戦
国
時
代
の
先
駆
け
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
諏
訪
家
は
元
々
政
治
と
祭

祀
の
棲
み
分
け
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
勢
力
争
い
が
起
こ
り
、
一
枚

岩
と
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
、
武
田
信
玄
は
、
武
神
と

う
た
わ
れ
た
諏
訪
明
神
の
「
法
性
の

兜
」
を
手
に
、
天
下
統
一
に
向
け
て
躍

り
出
ま
す
。
八
重
垣
姫
は
物
語
の
中

で
、
そ
の
兜
を
手
に
す
る
事
に
な
る
の

です。
「
湖
畔
」
の
八
重
垣
姫
に
つ
い
て
調

べ
て
い
る
と
、
意
外
な
事
実
に
出
会
い

ま
し
た
。
昭
和
3
0
年
代
半
ば
の
新
聞
の

記
事
に
、
諏
訪
湖
祭
り
で
「
八
重
垣
姫

の
人
形
」
（
高
さ
約
5
㍍
）
が
、
夜
の
湖

上
に
照
明
を
浴
び
て
く
っ
き
り
浮
か

び
、
幽
玄
な
詩
情
を
醸
し
出
し
て
人
気

を
集
め
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
「
湖

畔
の
盆
踊
り
に
、
今
年
か
ら
『
八
重
垣

姫
音
頭
』
『
武
田
節
』
も
加
わ
っ
て
、
夜

の
ふ
け
る
の
も
知
ら
な
い
』
と
も
あ
り

ま
し
た
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
照
明
を
浴

び
て
湖
上
に
立
つ
八
重
垣
姫
は
、
現
在

湖
畔
に
あ
る
像
で
は
な
く
、
手
作
り
の

も
の
で
し
た
。
参
考
資
料
に
は
、
当
時
、

諏
訪
の
中
浜
町
で
歯
科
医
を
営
ん
で
い

た
小
野
安
郎
氏
（
韮
崎
市
旭
町
出
身
）

の
も
の
と
い
う
詳
細
ま
で
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
初
代
八
重
垣
姫
は
、
地
域
の

有
志
に
よ
っ
て
手
作
り
さ
れ
た
も
の
だ

っ
た
の
で
す
。

＝
随
時
掲
載

詳
し
い
場
所
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

諏
訪
塾
事
務
局
（
電
話
0
7
0
・
8
3

2
3
・
2
1
0
7
）
へ
。

ぶ
ら
り
諏
訪
塾
の
冊
子
は

・
諏
訪
市
観
光
案
内
所

（
J
R
上
諏
訪
部
内
）

・
れ
す
と
ら
ん
割
烹
い
ず
み
屋

（
諏
訪
市
諏
訪
）

・
書
店
「
吉
事
堂
」

（
諏
訪
市
末
広
）

・
す
わ
大
昔
情
報
セ
ン
タ
ー

（
諏
訪
市
博
物
館
内
）

・
諏
訪
書
店
（
通
販
の
み

5
7
、
・
0
9
9
7
）

・
柏
屋
カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
諏
訪
市
中
洲
神
宮
寺
）

で
販
売
中
で
す
。

小
野
安
部
氏
が
所
有
し
て
い
た
「
八
重
垣
姫
」
の
人

形
。
地
域
の
有
志
に
よ
っ
て
手
作
り
さ
れ
た
と
い
う

矢
崎
裕
子
さ
ん

同
人
誌
『
蠍
』
会
員
。
狼
煙
会

や
ま
ち
な
か
案
内
人
な
ど
の
市

民
活
動
を
通
じ
て
修
行
中
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